
青空と白銀のあいだで

── 2・3

── 4

── 5

病気は早期発見が第一

所得税・市県民税の申告が始まります　

サケが帰ってきた？　

鉛色の雲が晴れ、久しぶりに太陽がのぞく。青い空と

白銀の大地。鮮やかな２色のあいだをなぞるように、ス

キーをはいた子どもたちが雪原をかける。雪国ならでは

の楽しい時間。 （十日町小学校）
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要指導
3,776人
  47％

  要医療
3,283人
　40％

脳卒中
94人
21％

　心臓病
50人11％

13
年
度
に
市
の
検
診
を
申
し
込
ん

だ
人
は
、
各
種
検
診
延
べ
で
３
７
、

６
６
３
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
実
際

に
市
の
検
診
を
受
け
た
人
は
延
べ
２

７
、
９
３
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
ん
だ
も
の
の
、
実
に
４
人

に
１
人
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
受
診

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

住
民
健
診
で
は
、
受
診
者
の
87
％

が
「
要
指
導
」
「
要
医
療
」
に
判
定

さ
れ
て
い
ま
す
。病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
、
都
合
を
つ
け
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

3 平成14年2月10日号

市
内
の
死
亡
原
因
は
「
が
ん
・
脳

卒
中
・
心
臓
病
」
が
全
体
の
58
％
を

占
め
三
大
死
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
死
因
第
一
位
の
が
ん
は
、
自
覚

症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
か
ら
あ
わ
て
る
よ

り
も
「
転
ば
ぬ
先
の
杖つ
え

」
。
そ
れ
が

健
康
診
査
で
す
。
自
分
の
健
康
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
１
年
に
１
回

は
必
ず
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。た

だ
し
、
検
診
を
受
け
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
て
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

結
果
が
届
い
た
ら
内
容
を
必
ず
確
か

め
て
、
精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ

た
場
合
に
は
、医
療
機
関
を
受
診
し
、

早
め
の
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
毎
年
の
検
診
結
果
は
、
あ

な
た
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
の
大

切
な
指
標
で
す
。
検
診
結
果
や
指
摘

事
項
を
経
年
的
に
見
つ
め
て
、
自
分

自
身
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

肝
炎
の
代
表
的
な
も
の
に
は
、
Ａ

型
・
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の
三
つ
が
あ
り
ま

す
。Ａ

型
は
、
Ａ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

汚
染
さ
れ
た
水
や
食
物
を
食
べ
る
こ

と
（
経
口
感
染
）
で
発
熱
、
食
欲
不

振
、
全
身
倦
怠
感

け
ん
た
い
か
ん

な
ど
の
症
状
が
急

激
に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
、
治
療
に

よ
り
治
る
た
め
、
無
症
候
性
キ
ャ
リ

ア
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｂ
型
や
Ｃ
型
は
ウ

イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
血
液
を
介
し

て
感
染
す
る
血
液
感
染
が
９
割
を
占

め
ま
す
。
症
状
が
で
る
こ
と
は
少
な

く
、
あ
っ
て
も
単
に
疲
れ
て
体
調
が

悪
い
と
感
じ
る
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
Ｃ
型
急
性
肝
炎
の
６
〜
７

割
が
そ
の
ま
ま
慢
性
化
す
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
き
わ
め
て
多
く
、
し
か
も
全
国

的
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
調

査
の
結
果
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

慢
性
化
し
た
肝
炎
の
一
部
は
肝
硬

変
、
肝
が
ん
へ
進
行
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
は
診
断
と
治
療
が
７
〜

８
割
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期

に
感
染
者
を
発
見
し
、
治
療
を
行
う

こ
と
で
肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
の
進
行

を
予
防
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
Ｃ
型
肝
炎
は
無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア
の
人
が
多
く
、
現
在
実
施

し
て
い
る
肝
機
能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・

Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
で
は
正
常
値
を
示
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
血

液
感
染
経
路
を
と
る
Ｂ
型
肝
炎
の
検

査
も
含
め
て
、
効
果
的
な
肝
炎
検
査

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
健
診
（
基
本
健
康
診
査
）
の

対
象
者
で
、
年
齢
が
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、
70
歳

の
節
目
年
齢
に
あ
た
る
人
。

た
だ
し
、
Ｃ
型
肝
炎
治
療
中
ま
た

は
検
査
済
み
の
人
は
除
き
ま
す

基
本
健
康
診
査
の
血
液
検
査
で
、

同
時
に
行
い
ま
す
。

こ
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
一
度

陰
性
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
れ
ば
、

そ
の
後
感
染
す
る
こ
と
は
ま
れ
な
こ

と
か
ら
、
節
目
年
齢
に
１
回
受
け
る

と
終
了
に
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
ま

で
の
５
年
間
に
限
っ
た
国
の
緊
急
特

別
事
業
で
す
。
検
査
の
機
会
は
一
度

だ
け
と
な
り
ま
す
。
節
目
年
齢
に
当

た
っ
て
い
る
人
は
忘
れ
ず
に
基
本
健

康
診
査
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
14
年
度
か
ら
、
市
の
検
診
料

金
（
個
人
負
担
）
を
値
上
げ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
個
人
負
担
は
、
11
年
度

に
基
本
健
診
と
胃
が
ん
検
診
で
そ
れ

ぞ
れ
２
０
０
円
、
女
性
の
総
合
健
診

で
５
０
０
円
の
値
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
検
診
は
、
平
成
元

年
以
来
、
現
行
負
担
額
を
継
続
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
か
ら
受

診
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
努
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
受
診
者
数
の
伸
び

に
比
例
し
て
、
財
政
支
出
も
増
加
し

て
い
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な

か
で
現
状
の
検
診
料
金（
個
人
負
担
）

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま

し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
以
降
、
経

費
の
２
割
程
度
を
個
人
負
担
で
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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住
民
健
診
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
加
わ
り
ま
す

◎
な
ぜ
C
型
・
B
型
肝
炎

を
と
り
あ
げ
る
の
か

◎
肝
炎
の
特
徴

◎
14
年
度
か
ら
18
年
度
　

ま
で
の
特
別
事
業
で
す

◎
検
査
方
法

◎
検
査
対
象
者

14年度から
18年度まで

平
成
　
年
度
の
受
診
状
況

13

住民健診・各種がん検診の
申込みが始まります

必ず受けよう　年１回の健康診査

２月25日号の「市報とおかまち」といっしょに嘱

託員さんを通じて「各種検診申込書」を各世帯にお配

りします。受診希望をお書き込みのうえ、３月８日f

までに各嘱託員さんに提出してください。

市
の
検
診
料
金

値
上
げ
に
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
は
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で

す
。「
自
分
だ
け
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
な
ど
と
思
わ
ず
に
、
年
１
回
は
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
十
日
町
市
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
」

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
検
診
に
か
か
わ
る
適
正
な
負
担
を
お
願
い
す
る
た
め

に
、「
検
診
料
金
の
値
上
げ
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

病
気
は
早
期
発
見
が
第
一

健
診
は
あ
な
た
を
守
る
大
切
な
制
度
で
す

年１回は
健康診査

日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て

健
康
診
査
の
ね
ら
い
は
…

基 本 健 診

かくたん細胞

胃 が ん 検 診

大腸がん検診

乳 が ん 検 診

子宮がん検診

総合健診（男）

総合健診（女）

改正負担額現行負担額1人当たり
検診費用

5,855円　

3,382円

5,001円

2,205円

2,715円

5,224円

40,599円

40,599円

800円　

700円

700円

500円

0円

700円

5,000円

6,000円

1,300円　

700円

1,000円

500円

600円

1,000円

7,000円

8,000円

※総合健診の受診経費40,599円は男女平均の金額です。

■問合せ＝

健康福祉課健康増進係

（157-3111内線143）

すこやかエコー講演会

歌で心と体を健康に

心や体にさまざまなストレスがおよぶ現代の生活。

素敵な歌を聴き、心を込めて歌うことはストレスの

発散につながります。みんなで歌を通して明るく元

気になりませんか。

■日　時 ２月28日e 午後１時20分～３時

■会　場 保健センター３階　　■入　場 無料

■講　師 鏑
かぶら

木　健（バリトン歌手・ボイストレーナー）

■問合せ　健康福祉課健康増進係（内線143）

市
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
新
た

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
住
民
健
診

に
併
せ
て
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
健
康
な
人
た
ち
の
中
に

潜
む
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
の
感
染

者
（
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
）
を
発
見

し
、
適
切
な
時
期
に
医
療
を
開
始
す

る
こ
と
で
、
肝
炎
に
よ
る
健
康
障
害

を
予
防
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。



昨
年
３
月
の
第
７
回
信
濃
川
中
流

域
水
環
境
改
善
検
討
協
議
会
（
事
務

局
‥
国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事
事
務

所
）
で
、
放
流
量
の
増
大
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
土
交

通
省
信
濃
川
工
事
事
務
所
で
は
、
利

水
者
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ら
び
に
東
京

電
力
と
協
議
を
重
ね
、
試
験
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
中
ダ
ム
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
理
）

で
は
、毎
秒
７
ト
ン
の
維
持
流
量
を
、

夏
季
の
７
月
20
日
か
ら
８
月
31
日
ま

で
日
中
６
時
間
、
平
日
は
毎
秒
10
・

13
ト
ン
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
毎

秒
22
・
65
ト
ン
に
増
や
し
ま
し
た
。

鮭
の
遡
上
期
に
あ
た
る
10
月
１
日
か

ら
11
月
９
日
に
は
、
毎
日
24
時
間
、

大
が
す
ぐ
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た

と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
14
年
度
も
引
き
続
き
調
査
を
行

う
予
定
で
す
。

今
回
報
告
さ
れ
た
調
査
結
果
は
１

シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
あ
る
た
め
、
天
候

な
ど
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
信
濃
川
工
事
事
務
所

で
は
、
平
成
14
年
度
も
試
験
放
流
に

伴
う
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
魚

類
の
遡
上
を
助
け
る
た
め
に
十
日
町

橋
下
流
の
床と
こ

固
が
た
め

の
改
修
工
事
の
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

に
比
較
で
き
な
い
と
し
な
が
ら
、
付

着
藻そ

う

類
や
泥
か
ぶ
り
の
状
態
に
変
化

が
見
ら
れ
、
試
験
放
流
に
よ
り
河
床

の
撹か

く

乱
が
行
わ
れ
た
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

一
昨
年
の
鮭
の
捕
獲
数
は
、
清
津

川
で
２
尾
、
西
大
滝
ダ
ム
で
１
尾
で

し
た
。
昨
年
は
そ
れ
ぞ
れ
13
尾
、
12

尾
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
信
濃

川
工
事
事
務
所
で
は
、
宮
中
魚
道
に

金
網
制
の
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
、
鮭

の
遡
上
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
11

尾
を
確
認
し
、
上
流
に
放
流
し
ま
し

た
。ほ

か
の
河
川
で
も
遡
上
が
多
い
年

と
少
な
い
年
が
あ
り
、
放
流
量
の
増

効
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
前
に
試
験
放
流
を
上
回
る
出

水
が
あ
り
、
試
験
放
流
前
後
を
一
概

毎
秒
19
・
52
ト
ン
を
放
流
し
ま
し

た
。魚

は
水
温
26
℃
を
超
え
る
と
住
み

に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
夏
季
の
水
温
上
昇
期
に
お

け
る
放
流
量
別
の
最
高
水
温
は
、
気

象
条
件
が
似
通
っ
て
い
る
日
で
比
較

し
た
場
合
、
宮
中
魚
道
で
平
日
（
毎

秒
10
・
13
ト
ン
）
が
24
・
９
℃
、
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
（
毎
秒
22
・
65
ト

ン
）
が
24
・
６
℃
で
０
・
３
℃
の
温

度
差
と
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
十
日

町
橋
付
近
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
30
・

９
℃
、
29
・
７
℃
で
１
・
２
℃
の
差

と
な
り
、
魚
が
住
む
環
境
に
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
温
の
低
減
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つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
　

さ
れ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所

得
合
計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税

の
納
税
義
務
が
生
じ
た
人

④
つ
ぎ
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
場
合
が

あ
り
ま
す

ア
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
・
雑
損
控
除
な
ど
の
該

当
者

イ
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
人

不
明
な
点
は
十
日
町
税
務
署
（
1

52
│
３
１
８
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
に
該
当
す
る
人
は
、
市
県
民

税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
市
役
所
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
書

が
配
ら
れ
た
人

②
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
人

③
地
代
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

④
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

⑤
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら

給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

申
告
会
場
で
番
号
札
を
と
っ
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
月
曜
日
お
よ
び
地

区
の
初
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

職
員
は
相
談
に
は
応
じ
ま
す
が
、

申
告
書
は
皆
さ
ん
が
ご
自
分
で
計
算

し
、
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
ま
ず
、
申
告
書
の
控
え
用
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
係
員
が
、
申
告
書
の
控
え
用
を
検

算
し
ま
す
。

③
別
会
場
で
申
告
書
の
控
え
用
か
ら

提
出
用
に
転
記
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

④
係
員
が
、
申
告
書
の
提
出
用
を
検

算
し
ま
す
。

※
皆
さ
ん
か
ら
、
申
告
書
の
書
き
方

を
覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
前
記

の
方
法
で
行
い
ま
す
。

待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

で
き
る
限
り
自
宅
で
記
入
し
、
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
だ
け
相
談
会
場
で
記

入
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
の
該
当
日
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、

予
備
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
混
雑

を
避
け
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
、
収
入
や
必
要
経
費
・

社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が
わ
か

る
書
類
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
書
、
印
鑑
、
電
卓
、
ボ
ー
ル
ペ

ン
な
ど
。

（
納
付
額
の
問
合
せ
）

▼
国
民
健
康
保
険
料
＝
税
務
課
管
理

収
納
係
（
内
線
１
１
３
）

▼
国
民
年
金
保
険
料
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

▼
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課
介
護

保
険
係
（
内
線
１
６
１
）

▼
農
業
者
年
金
保
険
料
＝
Ｊ
Ａ
十
日

町
本
所
（
1
57
│
１
５
７
１
）

〈申告相談日程表〉 会場：市役所１階ロビー

地区

十日町

中　条

川　治

六箇・吉田

下　条

水　沢

予備日

期　　　日

２月18日b～20日d

２月25日b～27日d

３月４日b～６日d

２月21日e～22日f

２月28日e～３月１日f

３月７日e～８日f・11日b

３月12日c～15日f

時間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

所
得
税
の
確
定
申
告
は

税
務
署
へ

市
県
民
税
の
申
告
は

市
役
所
へ

〈
市
役
所
の
申
告
相
談
〉

■
自
書
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

■
地
区
ご
と
に
相
談
日
が

決
ま
っ
て
い
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
料
・
国
民

年
金
保
険
料
・
介
護
保
険

料
・
農
業
者
年
金
保
険
料

は
課
税
所
得
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

■
問
合
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係

（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
１

１
６
・
１
１
７
・
１
１
８
）

２月1８日（月）～３月15日（金）

昨
年
７
月
20
日
か
ら
、
信
濃
川
の
試
験
放
流
が
夏
の
水
温
上
昇
期
と
鮭
の

遡そ

上
じ
ょ
う

期
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
験
放
流
に
よ
る
水
環
境
へ
の
影
響
調
査
が
ま

と
ま
り
、
１
月
24
日
E
、
長
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
９
回
信
濃
川
中
流
域
水

環
境
改
善
検
討
協
議
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
放
流
に
伴
う
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ケ
が
帰
っ
て
き
た
？

〜
信
濃
川
試
験
放
流
に
伴
う
調
査
報
告
〜

試
験
放
流
の
経
過

水

温

調

査

水

質

調

査

鮭
の
遡
上
調
査

今

後

の

対

応
問合せ＝市建設課克雪利雪対策室

157－3111内線270



直 井 た けさん
（宮下東）

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
人
工

的
に
は
造
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、医

療
に
お
い
て
輸
血
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
治
療
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
血
液
は
生
き
た
細
胞
で
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要
な

血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確
保
し
て

お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず
だ
れ
か
の

献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

県
内
の
献
血
は
、
新
潟
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
３
か
所
の

献
血
ル
ー
ム
（
新
潟
市
‥
東
堀
・
万

代
、
長
岡
市
‥
き
た
ま
ち
）
と
６
台

の
献
血
バ
ス
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
度
の
県
内
の
献
血
者
総

数
は
11
万
２
、
５
１
６
人
で
、
こ
の

内
、
市
内
で
の
献
血
バ
ス
に
よ
る
献

血
は
１
、
３
３
２
人
、
市
民
の
献
血

ル
ー
ム
で
の
献
血
は
３
５
５
人
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
血
液
セ
ン

タ
ー
で
各
種
検
査
を
実
施
し
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
血
液
か
ら
血
液
製

剤
が
製
造
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
注
文

要
請
に
基
づ
い
て
医
療
機
関
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

冬
は
天
候
の
影
響
で
血
液
が
不
足

し
ま
す
。つ
ぎ
の
会
場
で
の
献
血
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
献
血
バ
ス

■
日
時
＝
２
月
17
日
a

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

■
会
場
＝
十
日
町
市
役
所

■
種
類
＝
全
血
献
血

★
「
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
」

■
受
付
日
時
＝
大
み
そ
か
と
元
日

を
除
く
毎
日
、
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時

■
種
類
＝
全
血
献
血
・
成
分
献
血

■
予
約
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
│
０
５
６
３
３
９

テ
レ
ホ
ンサ

ー
ビ
ス

‡十日町市観光情報
‡くらしのダイヤル

57－0500
025－285－7000

●問い合わせ
健康福祉課
健康増進係
157―3111
(内線143）

77

2/4～2/12

2/12～2/18

2/18～2/25

2/25～3/4

3/4～3/11

21世紀の健康づくり運動

－健康日本21

歯周病予防と口腔保健

アレルギーと生活環境

消費生活相談事例　～中古車販売～

クリーニング事故と賠償基準

95

キャベツの重ね漬け

材　料
・キャベツの葉…10枚位

・かに風味かまぼこ…３本

・きゅうり…２本　　・大根…３㎝位

・にんじん…５㎝位のものをさらに縦半分にしたもの

・桜えび…少々　　　・塩漬けのしその実…少々

・みょうが…少々　　・塩･･･大さじ1.5

●１キャベツは熱湯にサッとくぐし、ざるにあ
げ、さまし、芯を取る。

●２きゅうりは縦に薄切りにする
●３大根とにんじんは千切りにする。
●４塩漬けのしその実はさっと塩抜きをする。
●５みょうがはみじん切りにする。
●６かに風味かまぼこはほぐす。
●７四角い漬物の器に、キャベツを３枚平らに
敷き、３等分した塩をふる。

●８●７の上に、２等分したきゅうり、大根、に
んじん、かに風味かまぼこ、しその実、み
ょうが、桜えびをのせる。

●９●８の上にさらに、●７と●８の過程をもう１度
行う。

●10一番上にキャベツを置き、塩をふり、すき
間ができないようにふたをして、重しをし
て１晩おく。

●11３～４㎝の角切りにして盛り付ける。

作り方

健
康
を
贈
る

優
し
い
心
、
献
血

市
内
の
献
血
者
数
は

１
、
６
８
７
人

冬
期
間
は
血
液
が

不
足
し
ま
す

■場所＝長岡市喜多町1113

信
濃
川

大手大橋

長生橋

7 平成14年2月10日号 6

尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
夏
場
は
農

業
を
手
伝
い
、
冬
場
は
裁さ

い

縫ほ
う

を
習
っ

て
い
ま
し
た
。
２
年
ほ
ど
し
て
近
所

の
人
か
ら
機
織
り
を
習
い
、
十
日
町

の
織
物
会
社
の
出で

機ば
た

で
明
石
ち
ぢ
み

を
織
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

８
年
か
ら
夏
場
は
、
本
町
６
丁
目
に

あ
っ
た
十
日
町
蚕さ

ん

業
ぎ
ょ
う

取
締
所
に
勤

め
、
蚕
種
の
病
気
の
有
無
の
検
査
や

雌し

雄ゆ
う

鑑
別
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

13
年
に
親
せ
き
の
紹
介
で
東
京
で

働
く
こ
と
に
な
り
、
初
め
て
十
日
町

駅
か
ら
上
野
駅
ま
で
８
時
間
の
旅
を

し
ま
し
た
。
列
車
の
３
等
車
に
乗
り

ま
し
た
が
、
兄
の
知
り
合
い
の
兵
隊

さ
ん
が
２
等
車
に
乗
っ
て
お
り
、
手

招
き
し
て
く
れ
２
等
車
で
の
楽
し
い

旅
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
で
は
、
デ
パ
ー
ト
の
店
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
戦
争
が

激
し
さ
を
増
し
、
若
い
男
性
社
員
は

全
員
徴
兵
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

毎
夜
、
徴
兵
で
戦
地
に
赴
お
も
む

く
社
員
を

送
り
出
す
こ
と
に
な
り
、
大
変
悲
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
残
っ
た
社
員

も
疎
開
を
勧
め
ら
れ
、
17
年
の
秋
に

実
家
に
帰
り
ま
し
た
。

帰
っ
た
ら
結
婚
相
手
が
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
同
じ
集
落
の
人
で
、
そ

の
と
き
は
ま
だ
出
征
し
て
い
ま
し

た
。
18
年
に
結
婚
し
、
４
人
の
子
ど

も
を
授
か
り
ま
し
た
。
10
人
を
超
え

る
家
族
で
、
食
事
づ
く
り
も
大
変
だ

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

毎
年
、
蚕
業
取
締
所
時
代
の
友
人

と
温
泉
旅
行
を
し
て
い
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
人
数
が
減
っ
て
い
く
こ
と
は

さ
び
し
い
こ
と
で
す
。

今
は
、
花
壇
や
野
菜
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
長
男
の
妻
が
料
理

上
手
な
の
で
、
以
前
よ
り
健
康
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
幸
せ
の
中
で
、
一

日
も
早
く
ひ
孫
の
顔
を
見
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

<143

このコーナーでは、登場していただく人
を募集しています。問い合わせは企画人
事課広報広聴係157-3111内線213へ

春 日 ノ ワさん
（樽沢）86歳

第
53
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
ま
つ
り

は「
雪
国
の
生
活
を
明
る
く
し
た
い
」

と
い
う
願
い
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年

二
月
四
日
・
五
日
に
初
め
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

主
催
し
た
の
は
公
民
館
・
文
化
協

会
・
体
育
協
会
・
青
年
団
・
婦
人
会

の
五
団
体
で
、
な
か
で
も
文
化
協
会

は
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
呼
び
か
け
に
は
「
世

界
随
一
と
折
紙
付
き
の
豪
雪
地
帯
を

郷
土
と
す
る
私
た
ち
は
、
徒
に

い
た
ず
ら

雪
害

を
か
こ
ち
、
雪
に
対
し
て
消
極
的
で

あ
っ
た
過
去
の
概
念
を
捨
て
、
今
茲こ

こ

に
世
界
に
冠
絶

か
ん
ぜ
つ

す
る
雪
国
の
住
民
と

し
て
積
極
的
に
雪
に
親
し
む
こ
と
を

考
え
、
雪
中
の
冬
眠
を
破
っ
て
活
動

的
な
郷
土
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

雪
の
芸
術
展
は
、
こ
の
と
き
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
各
町
内
・
職
場
単

位
の
参
加
作
品
は
三
十
五
点
に
お
よ

び
、
袋
町
西
の
「
農
家
の
冬
」
が
第

一
位
に
な
り
ま
し
た
。

四
日
の
夜
に
は
、
ス
ッ
ポ
ン
や
カ

ン
ジ
キ
な
ど
を
全
町
か
ら
集
め
て
焚た

く
、
雪
具
供く

養よ
う

と
仮
装
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

翌
５
日
の
町
内
対
抗
ス
キ
ー
リ
レ

ー
で
は
、
最
終
走
者
は
ス
ッ
ポ
ン
に

カ
ン
ジ
キ
を
付
け
て
、
本
町
通
り
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

ま
た
、
雪
ま
つ
り
に
取
材
し
た
ア

マ
チ
ュ
ア
写
真
展
も
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

当
時
の
新
聞
に
は
「
税
攻
勢
も
デ

フ
レ
も
何
の
そ
の
、
全
町
あ
げ
て
の

意
気
込
み
で
吹
き
と
ば
し
、
雪
中
生

活
を
楽
し
も
う
」
と
あ
り
ま
す
。

産う
ぶ

声ご
え

を
上
げ
た
雪
ま
つ
り
は
、
町

を
あ
げ
て
の
手
作
り
の「
雪
の
祭
典
」

だ
っ
た
の
で
す
。

（
通
史
編
５
　
近
・
現
代
二
）

はじめての作品「農家の冬」

十日町市史を読む 59

十日町情報館雪まつりのはじまり

ポイントは、キャベツを熱湯にとおすこと
と、具を多くしすぎないこと、キャベツの上
だけに塩をふることです。
かに風味かまぼこのかわりに、かまぼこや

ハム、ほたての缶詰、貝柱などでも一味違っ
た風味を楽しめます。また、みょうがは抜い
ても、大葉などをかわりに使ってもおいしい
ですよ。
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１
月
21
日
b
か
ら
27
日
a
ま
で
ド
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

世
界
選
手
権
大
会
に
、
野
上
幸
寿
選
手

（
高
島
１
出
身
、
早
大
）
が
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
野
上
選
手
は
距
離
男

子
フ
リ
ー
10
d
で
世
界
の
強
豪
と
互
角
に

戦
い
、31
位
に
入
る
力
走
を
み
せ
ま
し
た
。

野
上
選
手
は
十
高
在
学
中
の
昨
シ
ー
ズ

ン
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
と

も
に
フ
リ
ー
で
全
国
制
覇
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
全
日
本
学
生

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
で
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技

５
位
に
入
る
な
ど
の
活
躍
を
み
せ
て
い
ま

す
。
野
上
選
手
の
活
躍
は
、
十
日
町
市
の

今
後
の
選
手
育
成
に
と
っ
て
も
、
大
き
な

励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致

実
行
委
員
会
で
は
、
全
市
を
あ
げ
て
ク
ロ

ア
チ
ア
チ
ー
ム
を
歓
迎
す
る
た
め
、
２
月

１
日
f
に
「
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
十
日

町
キ
ャ
ン
プ
推
進
本
部
」
を
市
役
所
リ
ゾ

ー
ト
推
進
室
に
設
置
し
ま
し
た
。

５
月
18
日
g
か
ら
６
月
２
日
a
ま
で
、

ク
ロ
ア
チ
ア
チ
ー
ム
が
当
間
高
原
リ
ゾ
ー

ト
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
が
内
定
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
受
入
体
制
を
強

化
し
、
万
全
の
状
態
で
試
合
に
の
ぞ
め
る

環
境
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

推
進
本
部
は
12
人
体
制
で
、
キ
ャ
ン
プ

の
成
功
に
む
け
て
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

野上幸寿
たかひさ

選手がドイツで力走
～ノルディックジュニア世界選手権大会～

十日町キャンプ推進本部を設置
～クロアチアチームの受入体制を強化～

グリーンサービス中条が局長賞受賞
～豪雪地帯の複合経営として高い評価～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

©
、
育
苗
約
５
３
、
０
０
０
枚
（
約

２
６
０
©
相
当
）
を
達
成
し
、
地
域

の
水
田
面
積
を
カ
バ
ー
す
る
実
績
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

複
合
部
門
の
エ
ノ
キ
は
、
全
国
的

に
販
売
環
境
が
厳
し
い
中
に
あ
っ

て
、
生
育
の
技
術
改
善
を
進
め
、
こ

こ
３
年
で
、
１
４
２
万
本
（
３
５
６

ｔ
）
か
ら
１
５
８
万
本
（
３
６
７
ｔ
）

に
生
産
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
就
業

面
で
も
、
年
間
で
延
べ
１
、
３
２
０

人
の
雇
用
創
出
を
実
現
し
た
こ
と
な

ど
が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

農
業
の
み
な
ら
ず
地
域
経
済
の
先

駆
的
取
り
組
み
と
し
て
、
同
法
人
の

さ
ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
中

条
（
池
田
辰
雄
代
表
・
北
原
）
が
、

平
成
13
年
度
優
良
認
定
農
業
者
と
し

て
、
１
月
25
日
f
に
農
林
水
産
省
経

営
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
中
条
は
、
地

区
の
農
家
８
戸
が
、
地
域
農
業
の
受

け
皿
を
創
設
す
べ
く
、
平
成
７
年
に

設
立
し
た
農
業
生
産
法
人
で
す
。

豪
雪
地
帯
と
い
う
宿
命
的
な
条
件

を
克
服
し
、
冬
期
間
の
安
定
し
た
雇

用
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
水
稲
と

エ
ノ
キ
に
よ
る
複
合
経
営
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
水
稲
の
経
営
耕
地
面

積
が
14
・
８
©
、
作
業
受
託
23
・
３

Vol . 2

スキー王国の躍進を誓う
～全国大会に延べ43人の精鋭が出場～

２月のスキー全国大会に出場する、延べ43人の選

手を激励しようと、十日町市・川西町合同の激励壮行

会が１月26日gに十日町情報館で行われました。

出場選手をはじめ、指導者・保護者など約80人が

集まる中、桾澤英男体育協会長からは「７年後の新潟

国体に向けた先陣として羽ばたき、存分に力を発揮し

てほしい」という言葉が贈られました。これを受け、

大会ごとに選手代表の決意表明が行われました。国体

の出場選手を代表して児玉春美選手からは、「地元開

催というプレッシャーを楽しみにかえ、最高の成績を

残したい」というあいさつがありました。スキー王国

十日町の躍進に向けて、選手の活躍が期待されます。

出場選手はつぎのとおり（敬称略）■第39回全国中学

校スキー大会（長野・菅平、2月5日C～8日F）柳尚宏・

丸山智恵・上村留美（吉田）、高橋紘
ひろ

弥
や

（十日町）、小林

美貴（下条）■第51回全国高等学校スキー大会（青森・大

鰐町、2月5日C～9日G）樋口吉和・相崎正太・柳和宏・

小山裕太郎・若井一樹・滝沢慶太・池田祥
しょう

子・水野美咲・

小林美
み

久
く

・福崎翼（十高）平野高行・登坂竜也・村山勝
すぐる

・

茂野隼人・島田涼・藤巻久美子・田村文
あや

（総合）熊木圭

太・山崎徹・徳永久美子（津南）渡辺俊
しゅん

・斉木勝
かつ

紀
のり

（松代）

桑原慎太郎・岡田慎
まこと

（八海）井川純一（中越）■第57回国

民体育大会冬季大会スキー競技会（新潟・妙高、２月20日

D～23日G）樋口吉和・福崎翼（十高）桑原慎太郎・岡田

慎（八海高）藤巻久美子（総合高）野上幸
たか

寿
ひさ

（早大）徳永

郁美（日大）児玉春美（専修大）高橋哲成・星名知彦（十

日町市スキー協会）山田久（津南スキークラブ）後藤伸昭

（十日町スキークラブ）滝沢一彦（上越国際スキークラブ）

※全中とインターハイの入賞者は、編集の都合上次号で掲載します。

２
月
27
日
d
に
東
京
で
開
催
さ
れ

る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ（
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
）

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
ミ
ル
コ
・

ヨ
ジ
ッ
チ
監
督
は
じ
め
、
ク
ロ
ア
チ

ア
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
関
係
者
が
来
日

し
ま
す
。
そ
の
際
、
２
月
24
日
a
・

25
日
b
に
十
日
町
市
を
訪
れ
る
予
定

で
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
は
91
年
に
独
立
し
た

新
し
い
国
で
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
十
日
町
市
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
人
も
ご

く
わ
ず
か
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
５
月
の
ク
ロ

ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
ま
で
に
、
お
互
い

の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
ク
ロ
ア
チ

ア
の
お
客
さ
ま
を
心
か
ら
歓
迎
す
る

準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

87
年
に
20
歳
以
下
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
代
表
監
督
と
し
て
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
・
チ
リ
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
た

後
、
チ
リ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
３
度

優
勝
さ
せ
、
世
界
一
の
ク
ラ
ブ
を
決

め
る
ト
ヨ
タ
カ
ッ
プ
に
ま
で
導
き
ま

し
た
。
そ
の
後
も
世
界
各
国
の
ク
ラ

ブ
で
監
督
を
務
め
た
後
、
２
０
０
０

年
11
月
か
ら
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
を
指

揮
し
、
フ
ラ
ン
ス
大
会
後
低
迷
し
て

い
た
チ
ー
ム
を
立
て
直
し
ま
し
た
。

十日町から
ドバル ダン

～クロアチア語入門①～

＜あいさつ＞

外国旅行をしたときなど、日

本語であいさつされると、大変

うれしいものです。皆さんも簡

単なクロアチア語をマスターし

て、クロアチアからのお客さま

に声をかけてみませんか。

おはよう　　　ドブロ　ユトロ

こんにちは　　　ドバル　ダン

こんばんは　ドブロ　ヴェチェ

おやすみなさい　　レカ　ノチ

さようなら　ド　ヴィヂェニヤ

ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
交
流
開
始

代
表
監
督
が
や
っ
て
く
る

ヴ
ァ
ト
レ
ニ
の
勇
者
た
ち

〜
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
紹
介
②
〜

ミルコ・ヨジッチ監督（61）

こんにちは



を
開
設
し
ま
し
た
。
必
要
な
情
報
を

得
た
り
、
み
ず
か
ら
も
発
信
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
実
技

体
験
な
ど
の
利
用
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
■
日
時
＝
３
月
１
日
f
午
後

７
時
〜
９
時
■
会
場
＝
十
日
町
情
報

館
■
参
加
費
＝
無
料
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
前
日
ま
で
に
、
氏
名
、
団
体

名
、
電
話
番
号
を
新
潟
県
環
境
生
活

部
生
活
企
画
課
社
会
活
動
推
進
係

（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
１
３
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
│
２
８
３
│
５
８
７

９

E
-m
a
il
T
0
3
0
1
1
0
4
@
m
a
il.

p
re
f.n
iig
a
ta
.jp

）

■
日
時
と
内
容
＝
▼
３
月
１
日
f
午

後
２
時
〜
４
時
30
分
、
精
神
疾
患
の

症
状
、
治
療
に
つ
い
て
知
る
。
地
域

の
支
援
機
関
に
つ
い
て
知
る
。
講
師

‥
須
賀
良
一
氏（
中
条
第
二
病
院
長
）

ほ
か
▼
３
月
８
日
f
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
、
障
害
者
と
ど
う
付
き
合
う

か
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
と
は

│
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
│
。
講
師

‥
滝
沢
恭
二
氏
（
老
人
保
健
施
設
き

た
は
ら
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
■
会

場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
■
問
合
せ
＝
十

日
町
保
健
所
地
域
保
健
課
（
1
57
│

２
４
０
０
）

８
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
る
二
級
ボ

イ
ラ
ー
技
士
出
張
特
別
試
験
に
向
け

て
の
受
験
資
格
取
得
講
習
を
開
催
し

ま
す
。■
受
講
料
＝
１
３
、１
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）■
資
料
請
求
・

問
合
せ
＝
6
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟

支
部
（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
０
１

０
０
）
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雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
収
蔵
資
料

展
を
開
催
し
ま
す
。
新
収
蔵
資
料
を

含
む
、
近
世
越
後
の
名
品
「
越
後
縮
」

の
製
品
や
紡
織
関
係
用
具
を
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
２
月
15
日
f
〜
17
日
a
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
■
会
場
＝
博
物
館
■

入
館
料
＝
５
０
０
円
、
団
体
４
０
０

円
（
20
人
以
上
）
、
中
学
生
以
下
無

料
■
問
合
せ
＝
博
物
館

（
1
57
│
５
５
３
１
）

「
ひ
な
ま
つ
り
を
友
だ
ち
と
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
桜
寿
司
・
ひ
な
う
い

ろ
う
ほ
か
を
作
り
ま
す
。
■
日
時
＝

２
月
22
日
f
午
前
10
時
〜
正
午
■
会

場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
■

定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
18
日
b
ま
で
に

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52

│
３
１
０
７
）

文
化
箏
は
古
来
の
和
楽

器
「
お
箏こ
と

」
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
し
、
持
ち
運
び
が
簡
単

で
気
軽
に
弾
け
る
生
ま
れ
た
て

の
楽
器
で
す
。
ま
た
、
数
字
譜
で
簡

単
に
弾
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
■
日
時

＝
２
月
23
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
※
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
出
で
く

だ
さ
い
■
会
場
＝
十
日
町
「
お
も
し

ろ
館
」
（
本
町
２
）
■
参
加
費
＝
無

料
■
問
合
せ
＝
滝
沢
（
1
57
│
９
２

７
０
）

■
期
間
＝
２
月
14
日
e
〜
27
日
d
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
※
月
曜
日

は
休
館
、
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時

ま
で
、
21
日
e
に
展
示
替
え
し
ま
す

■
会
場
＝
十
日
町
情
報
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
■
入
場
料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
桑

原
昭
夫
（
1
57
│
５
３
７
３
）

■
日
時
・
種
目
＝
【
①
ク
ラ
シ
カ
ル

競
技
】
３
月
23
日
g
【
②
フ
リ
ー
パ

シ
ュ
ー
ト
競
技
】
３
月
24
日
a
、
①

②
と
も
午
前
７
時
〜
受
付
■
会
場
＝

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
■

参
加
費
＝
一
般
４
、
０
０
０
円
、
高

校
生
３
、
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
、
０
０
０
円
（
保
険
は
各
自
で
対

応
し
て
く
だ
さ
い
）
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
22
日
f
ま
で
に
総
合
体

育
館
（
1
52
│
４
３
７
７
）

■
日
時
＝
２
月
23
日
g
・
３
月
２
日

g
午
後
６
時
〜
受
付
■
会
場
＝
上
越

国
際
当
間
ス
キ
ー
場
■
参
加
費
＝
５

０
０
円
、
リ
フ
ト
代
１
、
０
０
０
円

（
保
険
は
各
自
で
対
応
し
て
く
だ
さ

い
）
■
参
加
資
格
＝
保
護
者
の
許
可

を
得
た
小
・
中
学
生
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
当
間
ス
キ

ー
場
大
会
事
務
局
（
1
58
│
３
２
９

１
）

■
日
時
＝
３
月
21
日
（
春
分
の
日
）

午
前
７
時
30
分
〜
受
付
■
会
場
＝
上

越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
■
参
加
費
＝

一
般
１
、
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
、
０
０
０
円
（
保
険
は
各
自
で
対

応
し
て
く
だ
さ
い
）
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
３
月
１
日
f
ま
で
に
、
参
加

費
を
添
え
て
、
当
間
ス
キ
ー
場
大
会

事
務
局
（
1
58
│
３
２
９
１
）

初
心
者
の
人
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
■
日

時
＝
２
月
20
日
〜
３
月
27
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■
参

加
費
＝
教
室
参
加
料
毎
回
１
０
０
円

と
施
設
使
用
料
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
随
時
、
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に
市
内

小
・
中
学
校（
指
定
校
）の
体
育
館
や

武
道
館
な
ど
を
、
お
も
に
夜
の
時
間

帯
に
開
放
し
ま
す
。
■
申
込
資
格
＝

10
人
以
上
の
活
動
団
体
と
し
て
登
録

が
必
要
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

２
日
g
ま
で
に
、
申
込
用
紙
（
総
合

体
育
館
に
配
置
）
を
、
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

新
潟
県
で
は
、
情
報
面
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
を
支
援
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
に
い
が
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ネ
ッ
ト
」
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ガイド
催し

博
物
館
収
蔵
資
料
展

織
物
資
料
・
越
後
縮
を
中
心
に
し
て
…

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｈ
Ｕ

カ

ル

フ

・
Ｃ
Ｕ
Ｐ

カ
ッ
プ

第
22
回
十
日
町
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

第
　
回
十
日
町

当
間
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｓ
大
会

当
間
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ

Ｇ
Ｓ
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

年
度
学
校
体
育
施
設

開
放
事
業
利
用
申
込

17

14

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

桑
原
昭
夫
絵
手
紙
展

〜
小
池
邦
夫
と
の
交
流
の
軌
跡
@
〜

スポーツ

精
神
保
健
福
祉
講
座

文
化
箏
体
験
教
室

市報12月10日号で募集した追加ＩＴ講習会の応募状況をお知らせします。

まだ余裕のある講座もあります。この機会にぜひ受講してみませんか。

なお、応募状況が「満員」でも、キャンセル待ちを受付けています。

住所、氏名、年齢、電話番号、希望する講座番号を情報館までお知らせください。

■申込み・問合せ＝十日町情報館（1５０－５１００）

夜間標準

平日速習

午後標準

夜間標準

平日速習

土日速習

午前標準

土日速習

午前標準

午後標準

平日速習

夜間標準

午後標準

夜間標準

午後７時～９時30分

午前10時～午後４時

午後２時～４時30分

午後７時～９時30分

午前10時～午後４時

午前10時～午後４時

午前９時30分～正午

午前10時～午後４時

午前９時30分～正午

午後２時～４時30分

午前10時～午後４時

午後７時～９時30分

午後２時～４時30分

午後７時～９時30分

２月19日c～22日f

２月21日e・22日f

３月12日c～15日f

３月12日c～15日f

２月12日c・13日d

３月２日g・３日a

３月５日c～８日f

３月16日g・17日a

２月12日c～15日f

３月５日c～８日f

２月26日c・27日d

3月5日c・6日d，12日c・13日d

３月12日c～15日f

2月19日c・20日d，26日c・27日d

11

12

13

14

16

17

18

26

5

6

22

23

24

30

種　別開 催 時 間開　催　期　日
講座
番号

開催会場 定員 コ ー ス 名

十日町

情報館

公民館

本　館

18

14

IT インターネット

IT Word

IT Excel

I T

IT Word

IT Excel

応募状況
（2/5現在）

余裕あり

満　員

余裕あり

余裕あり

満　員

満　員

満　員

満　員

満　員

余裕あり

満　員

満　員

満　員

満　員

「
に
い
が
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報

ネ
ッ
ト
」
利
用
講
習
会

講座

二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
受
験

資
格
取
得
実
技
講
習
会

※時間＝午前９時（受付８時30分）～午後５時

会　場

新潟Ａ

長　岡

新潟Ｂ

上　越

新発田

塩　沢

新潟県トラック総合会館

ポリテクセンター新潟

新潟県トラック総合会館

上越職業訓練センター

県立新発田農業高校

県 立 塩 沢 商 工 高 校

4月17日d、18日e、19日

f

5月8日d、9日e、10日f

5月16日e、17日f、19日

一般 80人

一般 80人

一般 80人

一般 80人

4月1日b、2日c、3日d

4月4日e、5日f、6日g

一　般 35人
高校生 15人

一　般 20人
高校生 40人

開　催　場　所 期　　　　日 定　員

追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中追加ＩＴ講習会受講者募集中



現
在
上
・
中
・
下
越
・
佐
渡
の
４

区
分
で
行
っ
て
い
る
注
意
報
・
警
報

の
発
表
（
解
除
）
区
域
が
、
３
月
１

日
f
午
後
３
時
か
ら
細
分
化
さ
れ
ま

す
。
当
市
は
十
日
町
地
域
（
十
日
町

市
お
よ
び
中
魚
沼
郡
）に
な
り
ま
す
。

乾
燥
な
ど
広
域
で
発
生
す
る
場
合
な

ど
は
現
行
形
式
で
発
表
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
な
お
、
天
気
予
報
は
今

ま
で
ど
お
り
、
４
区
分
で
発
表
さ
れ

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
気
象

台
予
報
課
（
1
０
２
５
│
２
４
４
│

１
７
０
５
）

毎
年
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
」
で
行
わ
れ
て
い
る
ス
ノ

ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会

は
、
別
館
建
設
工
事
な
ど
の
都
合
に

よ
り
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
■
問
合

せ
＝
あ
て
ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

（
市
役
所
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室
内
・
内

線
２
０
５
）

●
万
一
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場

合
で
も
、
預
金
者
一
人
あ
た
り
、
定

期
預
金
な
ど
の
元
本
１
、
０
０
０
万

円
ま
で
と
そ
の
利
息
は
、
４
月
以
降

も
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
合
算
し
て
元
本
１
、
０
０
０
万
円

ま
で
と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
最

低
保
障
で
す
。受
け
取
れ
る
の
は
１
、

０
０
０
万
円
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
当
座
預
金
・
普
通
預
金
な
ど
は
、

15
年
３
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
詳
細
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
な
ど

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
の
不
動

産
、
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
借
金
の

返
済
な
ど
や
介
護
、
福
祉
な
ど
の
相

談
を
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。ま
た
、

成
年
後
見
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
の
ご
質
問
に
も
お
答
え
し
ま

す
。相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
※
面
談
に
よ
る
相
談
も
行
い

ま
す
。
事
前
に
問
合
せ
先
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
３
月
17
日

a
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
■
電
話
番

号
（
当
日
の
み
）
＝
①
新
潟
会
場
０

２
５
│
２
２
４
│
８
５
５
１
②
長
岡

会
場
０
２
５
８
│
39
│
３
０
２
２
③

上
越
会
場
０
２
５
５
│
21
│
５
０
０

３
■
問
合
せ
＝
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

に
い
が
た
（
1
０
２
５
│
２
２
８
│

１
７
２
７
）
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■
日
時
＝
１
回
目
‥
３
月
６
日
d
、

２
回
目
‥
３
月
19
日
c
の
各
午
後
１

時
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
■
対
象
者
＝
13
年
11
月
〜
14
年

２
月
に
妊
娠
届
を
出
し
た
人
■
問
合

せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
内

線
１
４
１
）

４
月
１
日
付
採
用
の
常
勤
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
人
を
募
集
し
ま
す
。
■

受
験
資
格
＝
つ
ぎ
の
①
〜
④
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
者
①
市
内
に
住
所

を
有
す
る
者
②
昭
和
46
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
③
介
護
福
祉
士

ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

の
資
格
を
有
す
る
者
④
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
者
■
給
与
な

ど
＝

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

給
与
規
定
に
よ
る
■
採
用
試
験
＝
小

論
文
を
含
む
書
類
審
査
の
合
格
者

に
、
３
月
中
旬
面
接
を
行
い
ま
す
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
28
日
e

（
必
着
）ま
で
に
、
申
込
書
類
（
申
込

先
に
配
置
）
と
小
論
文
を
、

十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
寺
町
1

50
│
５
０
１
０
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

４
月
１
日
付
採
用
の
臨
時
看
護
職

員
１
人
を
募
集
し
ま
す
。
■
受
験
資

格
＝
つ
ぎ
の
①
〜
③
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
者
①
看
護
婦
（
士
）
ま
た

は
準
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
を
有
す

る
者
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
者
③
通
勤
可
能
で
老
人
福
祉
に

理
解
が
あ
る
者
■
勤
務
時
間
＝
午
前

７
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
、
午
前
10
時
〜
午

後
７
時
■
月
勤
務
日
数
＝
約
22
日
■

賃
金
な
ど
＝
月
給
制
‥
１
５
１
、
８

０
０
〜
１
７
４
、
８
０
０
円
、
特
殊

業
務
手
当
あ
り
■
採
用
試
験
＝
２
月

28
日
e
に
面
接
を
行
い
ま
す
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
22
日
f
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
履
歴
書
と
看

護
婦
（
士
）
ま
た
は
準
看
護
婦
（
士
）

の
免
許
の
写
し
を
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
三
好
園
総
務
課
（
下
条
中
央

通
り
1
56
│
２
１
０
６
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
吉
田
中
学
校
に
入
学
す

る
全
盲
の
生
徒
が
使
用
す
る
点
字
教

科
書
に
「
墨
字
書
き
」
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
墨
字
書
き
」
と
は
、
点
字
の
上

に
普
通
の
文
字
を
書
き
込
む
作
業
で

す
。
点
字
の
知
識
が
な
く
て
も
で
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
内
線
３
１
１
）

14
年
度
公
立
高
等
学
校
定
時
制
課

程
・
通
信
制
課
程
の
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。
■
募
集
＝【
定
時
制
】十
日
町

高
等
学
校
（
普
通
科
、
定
員
40
人
）

ほ
か
【
通
信
制
】
新
潟
高
等
学
校
・

高
田
南
城
高
等
学
校
（
と
も
に
普
通

科
、
若
干
名
）
■
応
募
資
格
＝
①
中

学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
の

卒
業
者（
今
春
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

②
中
学
校
卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
■
願
書

受
付
＝
【
定
時
制
】
２
月
19
日
c
〜

22
日
f
午
前
11
時
ま
で
【
通
信
制
】

２
月
25
日
b
〜
４
月
２
日
c
午
後
４

時
ま
で
、
応
募
す
る
高
等
学
校
に
提

出
■
学
力
検
査
＝
【
定
時
制
】
３
月

11
日
b（
国
語
・
数
学
・
英
語
・
面
接
）

【
通
信
制
】（
面
接
の
み
）
■
問
合
せ

＝
出
願
手
続
き
‥
出
身
中
学
校
、
学

習
内
容
‥
出
願
す
る
高
等
学
校
、
そ

の
他
‥
県
教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

13
年
12
月
10
日
号
市
報
で
「
14
年

４
月
か
ら
は
、
シ
ー
ル
の
販
売
場
所

を
限
定
す
る
予
定
で
す
」
と
お
知
ら

せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
購
入
者
の
利
便
性
を
考

え
、
販
売
場
所
を
限
定
し
な
い
こ
と

と
し
ま
し
た
。
シ
ー
ル
は
４
月
以
降

も
現
在
の
取
扱
店
で
購
入
で
き
ま

す
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生

施
設
組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）
、

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
内
線
１

５
７
）

雪
ま
つ
り
期
間
中
、
駅
通
り
に

「
雪
だ
る
ま
通
り
」
を
開
設
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
期
間
、
駅

通
り
の
昭
和
町
交
差
点
か
ら
駅
前
の

間
が
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
■
日
時

＝
２
月
15
日
f
午
前
９
時
〜
17
日
a

午
後
７
時
■
問
合

せ
＝
雪
ま
つ
り
事

務
局
（
1
57
│
３

３
４
５
）
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注
意
報
・
警
報
発
表
区
域

が
細
分
化
さ
れ
ま
す

ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
日
本

選
手
権
大
会
を
中
止
し
ま
す

預
金
の
保
護
の

範
囲
が
変
わ
り
ま
す

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士

に
よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

駅
通
り
が
車
両
通
行
止
め

に
な
り
ま
す

■十日町地域福祉基金へ＝野上キミ

（高島１、100,000円）川泉のお客様

一同（新座２、6,077円）

■十日町市へ＝第一生命労働組合長岡

支部（車いす４台）

■社会福祉事業へ＝樋熊レン（北新田

２、5,000円）村山重次（1,495円）

野田スミイ（春日町２、30,000円）

新潟県信用組合（70,676円）匿名

（10,000円）

■視覚障害者事業へ＝大熊達義（山本

町１、300,000円）

■博物館へ＝高橋又蔵（上川町）

■情報館へ＝野上敏三（田川町３）羽

鳥勝男（稲荷町３本通り）野沢恒雄

（学校町２）菅井隆（谷内丑１）澁谷

久（川西町）

寄付ありがとう
1月25日届出分まで（敬称略）

その他

働
き
な
が
ら
高
等
学
校

教
育
を
受
け
ま
せ
ん
か

環境
指
定
袋
に
は
る
シ
ー
ル

販
売
場
所
の
お
知
ら
せ

墨
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募集
ハ
ロ
ー
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ス
ク
ー
ル

保健
福祉

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

常
勤
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

（福）

十
日
町
寿
福
祉
会

臨
時
看
護
職
員
募
集

（福）
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ゆずります……

品　　　名 規　格 希望価格

学 習 机 木　製 無　料

石 油 ス ト ー ブ 1,000円

電 気 ポ ッ ト 1,000円

こ た つ 掛 け 布 団 190×190cm 1,000円

ロ ッ ク ミ シ ン 65,000円

冷蔵庫　ナショナル 奥行55・横70
高さ177 無　料

学 習 机 木　製 5,000円位

コ ピ ー 機 リコー
FT2070 無　料

石 油 ス ト ー ブ 新品同様 5,000円

折りたたみベット 新品同様 5,000円

ベ ビ ー ベ ッ ト
（掛け・敷き布団付）

新品同様 無　料

洗 濯 機 全自動 無　料

マルチウォ－カー
（コンピューター付）

家庭用 相談で

ア ル ペ ン ス キ ー 靴22.5cm
ストック付 無　料

除 雪 機 5.5馬力 30,000円

座 卓 　 ５ 脚 木製
２人１組用 相談で

長 テ ー ブ ル ２ 脚 相談で

ポケットポスペット 新　品 10,000円

Ｇ コ ー ド 予 約 機 無　料

バ イ ク 　 50cc ホンダ
カスタム 40,000円

ベージュの３点セット
（スカート・ズボン・上着）

サイズ11号 10,000円

ガ ス ス ト ー ブ 新　品 無　料

バ イ ク 50cc ヤマハ 30,000円

書庫（書籍用）・書棚 大きさいろいろ 各1,000円

事 務 机 1,000円

ひ な 檀 一 式 無　料

学 生 服 身長167cm
体重67kg 相談で

柔 道 着 ２号 相談で

電動式ルームランナー 相談で

洗 濯 機 　 全 自 動 １人暮らし用 相談で

冷 蔵 庫 　 ２ ド ア １人暮らし用 相談で

津 南 高 校 制 服
ズ　ボ　ン（男子用）

ウエスト
75～85cm位 相談で

コ ン ポ テープ・CD使用可 相談で

自 転 車 大人用 3,000円

パ ソ コ ン 本 体
（Windows98以降のもの）

デスクトップ
メーカー問わず 相談で

耕 耘 機 相談で

琴 相談で

バ イ ク 50cc 相談で

柔 道 着 身長160cm位 無　料

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 ２月14日e午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

（福）

（福）

ゆずってください……

自
衛
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

10
時
に
火
災
発
生
を
想
定
し
た

訓
練
は
、
出
土
遺
物
の
整
理
員
や

職
員
な
ど
が
参
加
し
、

国
宝
火
z
型
土
器
の
搬

出
（
№
１
ほ
か
）
と
避

難
、
初
期
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
山
田
館

長
は
「
災
害
が
起
き
た

と
き
、
ど
う
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
い

い
経
験
で
あ
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
博
物
館
で
は
、
貴
重

な
文
化
遺
産
を
火
災
か
ら
守
り
、

後
世
に
残
そ
う
と
１
月
29
日
c
、

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に

〜
文
化
財
防
火
デ
ー
に
防
火
訓
練
〜
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冬、雑木林に足を運ぶと、日頃あまり気にしなかっ

た植物の冬の姿を見ることができます。今日は、葉が

落ちた後の植物のおもしろい見方を紹介します。

左の写真は、オニグルミ（食用のクルミ）の葉痕

（葉の落ちた痕
あと

）です。ヒツジの顔に似ていませんか。

サルのおじいさんに見える人もいます。

中央の写真は、ハリエンジュ(別名ニセアカシア)の葉

痕です。６月の初め頃、白い花を房状にぶら下げてい

るのを信濃川の河川敷などで見かけます。葉痕がコウ

モリの顔に似ていませんか。

右の写真は、漢方薬としても使われるキハダの葉痕

です。皮をむくと内皮は鮮やかな黄色をしているので

名前がつきました。トカゲやヘビの目に見えませんか。

何に見えますか？植物の葉
よう

痕
こん

180

オニグルミ ハリエンジュ キハダ

子 供
ギャラリー

202

ぼくとピカチューのなかまが雪合戦をし

ているとろです。ぼくの投げた雪玉が、ピ

カチューに当たったよ。もちろん、優勝し

たのはぼくたちのチームさ。

富 井 遼
りょう

朔
さく

ちゃん

（６歳）

ハム太郎が大好き。いつもテレビで見て

いるんだよ。この絵はハム太郎とリボンち

ゃんがひまわりの種を食べながら、お花畑

でデートをしているところです。

根 津 美
み

鈴
すず

ちゃん

（６歳）

じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
Z

天
使
幼
稚
園

■発行/十日町市役所
〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

１月末現在
（ ）は前月からの増減

■人　口　43,702人 （－

男　21,426人 （－

女　22,276人 （－

■世帯数　13,117世帯 （＋

12）

9）

3）

11）

市 民 の 動 き

とおかまちの自然

太　田　璃
り

奈
な

ちゃん

平成11年5月20日生まれ
馬場４

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

ま
ち
の
宝
71

あんぱんマンのお絵書きが大好き

な璃奈ちゃん。３つ年上の祐
ゆう

史
ひと

お兄

ちゃんを慕って、かっこいい服やズ

ボンを好んで着ているんだって。意

志が強くて、きまりやさん璃奈ちゃ

んが、優しく明るい人に育ってくれ

ることを、お母さんは願っています。


